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○議長（吉田敏郎） 

  日程第６ 議案第１４号 令和２年度開成町一般会計予算から日程第１２ 議案

第２０号 令和２年度開成町下水道事業会計予算までを開成町議会会議規則第３６

条の規定に基づき、一括議題といたします。 

  町長に令和２年度開成町当初予算提案趣旨説明を求めます。 

  町長。 

○町長（府川裕一） 

  それでは、令和２年度開成町当初予算提案趣旨説明をさせていただきます。  

  令和２年度開成町当初予算の提案に当たり、町をとり巻く状況の認識と、町政運営

に対する所信及び施策の概要を説明いたします。 

  我が国の経済情勢においては、先行きは当面、弱さが残るものの、雇用・所得環境

の改善が続く中で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待される

が、通商問題や海外経済の動向、消費税率引き上げ後の動向に留意する必要があると

しております。政府は、「経済財政運営と改革の基本方針 ２０１９」に基づき、経

済・財政一体改革を着実に推進するとともに、引き続き２０２５年度の財政健全化目

標の達成を目指すとしております。Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代に向け、第４次産業革

命の先端技術を社会実装し、生産性の飛躍的な向上を図るとともに、７０歳までの就

業機会の確保をはじめ、生涯現役社会の実現に向けた全世代型社会保障改革を推進し、

全ての人々が希望に応じて意欲・能力を生かして活躍できる環境整備を進めるとして

おります。また、消費税率引き上げの需要変動に対する影響や最新の経済状況等を踏

まえた対応や、次世代型行政サービスへの改革、「見える化」の徹底・拡大などを推

進するとしています。 

  当町では、これまでの各種施策の成果により人口は増加を続けておりますが、高齢

化については多くの自治体と同様に進行をしております。また、近い将来には人口が

減少に転じることが推計されており、他の自治体と同様の課題が懸念されます。令和

となって初めての予算編成となりましたが、目の前にある町民生活に係る諸課題に的

確に対応するとともに、持続可能なまちづくりの実現に向けた予算としました。令和

２年度予算は１００年先も元気であり続けるまちであるために、まち・人・自然の豊

かさをいつまでも持続していくことを目指し、「新時代を歩むサスティナブル予算」

といたしました。一般会計予算の総額は６０億８千８００万円で、前年度に比べ２０．

３％、１５億４千７００万円の減となりました。 

  歳入では、町税が２千７４９万４千円増の３０億４１６万５千円で、対前年度比０．

９％増となり、歳入総額の４９．３％を占めています。 

  内訳としましては、町民税（個人）では、人口増に伴い２千５２７万４千円増の１

０億９千７９９万５千円です。 

  町民税の法人では、税率改正などにより３千３１１万円減の３億４８７万円を見込

んでおります。 

  固定資産税は、みなみ地区をはじめとした市街化区域の宅地化の促進などにより、
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土地分は軽減措置の適用で減収となりますが、家屋分は新築増から増収となり、総じ

て３千１０３万円増の１４億５千８９万５千円であります。 

  地方交付税は、令和元年度に引き続き普通交付税交付団体となる見込みですが、町

民税（法人）の急増に伴う精算額が縮小されるとなることから、基準財政収入額が減

となることから３千万円増の２億１千万円とし、特別交付税を加えた地方交付税全体

では２億３千万円の交付を見込んでいます。 

  地方法人特別税・譲与税制度の廃止に伴う市町村分の法人税割の減収補塡措置とし

て、法人事業税交付金が新たに創設され、２千万円を見込んでおります。 

  分担金及び負担金は、幼児教育無償化の通年化に伴い、保護者負担金が減となるこ

となどから、４千１８０万１千円減の６千６８２万５千円を見込んでいます。  

  県支出金は、前年度は介護サービス事業所新設のための地域医療介護総合確保基金

事業費補助金の活用を見込んでいたことから、３千６７２万８千円減の４億３千２２

４万４千円としました。 

  繰入金は、前年度間の財源調整のための財政調整基金、あしがり郷瀬戸屋敷基金及

び公共施設整備基金の三つの基金の取り崩しにより、全体では４億８６５万円減の２

億５千１５０万３千円としています。 

  諸収入は、前年度は新庁舎建設工事のＺＥＢエネルギー化に対する二酸化炭素排出

抑制対策事業費等補助金の活用を見込んでいたことから、全体では１億８千７９１万

１千円減の６千３７１万６千円を見込んでいます。 

  町債は１０億４千３３０万円減の３億９千９００万円としています。  

  内訳としては、地方交付税の代替措置である臨時財政対策債を１億９千万円、庁舎

整備事業債（周辺環境整備）を１億８千５００万円、防災倉庫建設事業債を２千４０

０万円としています。 

  歳出では、引き続き中長期的な視点に立ち、選択と集中による事業推進の取り組み

を進めます。 

  目的別では、議会費は、新庁舎移転に伴う議場備品の購入などを前年度実施したこ

となどから、７千１６５万４千円減の１億１４３万２千円です。 

  総務費は、現庁舎の解体工事及び周辺環境整備を実施しますが、新庁舎建設工事を

前年度実施したことなどから、１１億４千３５１万１千円減の１４億１千２７６万６

千円としました。 

  民生費は、小規模保育施設の整備（事業者募集）や保育所入所児童の増などにより、

１億５千４７７万円増の２０億７千８４７万円となります。 

  商工費は、あしがり郷瀬戸屋敷の交流拠点施設整備及び駐車場再整備を前年度実施

したことなどにより、１億４千７３０万７千円減の７千２２７万６千円です。  

  消防費は、防災行政無線デジタル化工事を前年度実施したことなどにより、３億３

千１７０万９千円減の３億６千８７４万４千円です。 

  性質別では、人件費は会計年度任用職員制度の新設などにより、１億８４２万４千

円増の１０億９千６７７万１千円です。 
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  物件費は、会計年度任用職員制度の新設に伴い従前の賃金相当額が人件費に移行し

たことなどにより減となるも、新庁舎の備品購入などにより４千８７６万５千円増の

１１億６千６０７万円です。 

  扶助費は、保育所入所児童委託料の増などにより、３千９５６万９千円増の１２億

６千９１２万１千円です。 

  普通建設事業費については、前述のとおり新庁舎建設工事を前年度実施したことな

どにより、１８億３４９万２千円減の５億７千２４４万７千円です。 

  特別会計では、国民健康保険特別会計は、被保険者数の減や県納付金の減などによ

り、５千２０８万７千円減の１５億７千４８４万９千円です。 

  介護保険事業特別会計は、要支援・要介護者の増などにより、５千３４６万２千円

増の１１億４千８５６万７千円です。 

  後期高齢者医療事業特別会計は、被保険者数の増などにより、２千８９６万６千円

増の２億３千８５１万９千円です。 

  水道事業会計は、水道施設の更新などにより、２０７万１千円増の５億５千１９８

万７千円です。 

  下水道事業会計は、下水道敷設工事費の増などにより、１千３１６万３千円増の８

億５千８万８千円です。 

  このほか、給食事業特別会計を合わせた四つの特別会計の総予算額は、３千７４２

万円増の３０億６千１３８万５千円です。 

  それでは、令和２年度予定事業の概要について、第五次開成町総合計画の八つの基

本政策に沿って申しあげます。 

  【１ 町民主体の自治と協働を進めるまち】 

  防犯、防災、福祉、教育などの各分野で多様化する町民ニーズに対応し、町民同士

の共助を大切にした町民主体の自治を進めるに、町民、企業、団体などの多様な担い

手との協働によるまちづくりのさらなる推進が必要となります。 

  ボランティア、ＮＰＯ法人など、町民の皆様の公益的・自立的な活動を支援するこ

とを目的として、町民活動サポートセンターを町民センター内に設置をいたします。

２階部分を一部改修し、１０月開設に向けた準備を進めます。多くの方が利用しやす

いように、利用者の皆様とともに考え、ともにつくり上げていきます。 

  自治会の活動拠点となる各地域集会施設については、計画的に修繕工事等を実施い

たします。令和２年度は男女共用のトイレを分別化するため、金井島公民館及び上島

公民館のトイレ改修工事等を実施します。 

  各種事業においては、常に協働を意識するとともに、予算編成においては引き続き

「協働推進特別枠」を設け協働事業に取り組んでいきます。 

  【２ 未来を担う子どもたちを育むまち】 

  次代の社会を担う子どもを安心して生み育てられるように、町ぐるみで地域活力を

生かした子育て支援を積極的に推進します。 

  妊婦の健康管理を支援する、妊婦健康診査にかかる経済的負担の軽減を図るため、
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助成総額を６万１千円から８万円に引き上げをいたします。 

  母子健康包括支援センター「ひだまり」では、妊娠・出産・子育てに関する各種の

相談に応じ、必要に応じて支援プランの策定や、地域の保健医療または福祉の関係機

関との連絡調整を行い、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を提供し、子

どもの健やかな成長を支援いたします。出産後、心身ともに不安定になりがちな時期

に、安心して子育てができることを目的に実施をしている産後ケア事業の対象者を、

出産後３カ月までを１歳未満の母子に拡大します。 

  また、仲間づくりや外出機会として母子で集える場所を提供するデイサービス型の

サロンを年間２０回開催します。 

  子育て支援センターでは、安心して子育てができるよう専任の相談員を配置し、教

育・保育施設や子育て支援事業、保健・医療・福祉等の情報提供及び必要に応じて相

談・助言を行い、保護者等の育児の不安感や孤立感の軽減を図ります。  

  保育の無償化に伴い、ますます高まる保育需要は、特に０～２歳児の保育需要が高

く、町内の認可保育園だけでは需要に応え切れていない状況にあります。そこで、０

～２歳児を対象とした小規模保育施設の設置運営事業者を募集し、施設整備への補助

を実施します。 

  ３年間教育のスタートにより園児が増加した幼稚園では、年少、年中、年長の学年

間交流をはじめ、町内の小学生、中学生、高校生との体験学習やあじさいまつりなど、

さまざまな行事にも参加するなど、異年齢や地域との交流を積極的に進め、豊かな人

間性と心を育む教育を進めます。 

  小学校では、児童の教育的ニーズの多様化やインクルーシブ教育理念の浸透により、

支援を必要とする児童が増加しています。人間の多様性を尊重し、一人一人の個性に

応じたきめ細やかな、支援体制の充実を図ります。 

  中学校では、施設の長寿命化を図るため、改修に向けた調査・設計作業を進めます。  

  【３ 健康を育み町民がいきいきと暮らせるまち】 

  日本一健康な町を目指して、全ての町民の健康意識の向上と健康的な生活習慣の実

践により、健康寿命の延伸を図ります。 

  第２期健康増進計画・食育推進計画を推進するため、「筋力をつけよう」をスロー

ガンに、運動の習慣づけや健康の自己管理意識の向上のために「未病見える化コーナ

ー」を活用して、年齢層・健康状況に合わせた運動指導を展開いたします。 

  食育では、「朝食を食べよう」をスローガンに、朝食は、脳と体をしっかり目覚め

させ、朝から勉強や仕事に集中するための大事なスイッチであること等の朝食の重要

性を普及啓発していきます。その一環として、学生を対象とした簡単でおいしく食べ

られる朝食レシピコンテストを実施し、入賞作品のレシピ集を作成、周知をして近年

増加している朝食欠食の改善を図ります。 

健康寿命の延伸として、近隣の温泉施設を利用した運動教室を開催し、温泉入浴に

よるリフレッシュを通じて、運動の重要性と社会参加の楽しさを伝え、運動習慣の定

着を図ります。 
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  スポーツ振興を図るため、関係団体と連携し、スポーツを通じた地域コミュニティ

の醸成を図りながら、誰もがスポーツに親しむことができる環境整備を進めます。  

地域の人材発掘と絆をより強くすることを目的に、町制施行６０周年を記念して開

催した町民体育祭を５年ぶりに開催をいたします。 

  また、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を町民とともに盛り上

げるため、一生に一度あるかないかの自国開催を記念して、世界レベルの競技を生観

戦していただく親子観戦ツアーを実施します。 

  【４ 安全で安心して暮らせるまち】 

  切迫性が指摘されている地震や近年多発する台風による風水害などの災害に対応

するため、浸水区域には浸水する深さがわかる表示を入れた広域避難場所看板に更新

します。 

  また、咋年の台風警戒での経験や反省等を生かし、風水害にも対応した地域防災計

画に見直すとともに、新庁舎での業務開始に伴い、業務継続計画についてもあわせて

見直をいたします。 

  減災対策として震災時の通電火災に有効とされる「感震ブレーカー」は、自らの財

産を火災から守る備えとなるとともに、近隣への延焼の危険性を減らすことができま

す。地域全体の被害軽減のため平成２８年度から４年計画により普及に努めており、

期間の最終年となる今年度は広報啓発を充実させ普及を図ります。 

  消防団については、活動服を更新するとともに、装備品の充実を図ります。また、

欠員が生じている消防団員を獲得するために設置した「開成町消防組織強化推進連絡

協議会」の取り組みについて、自治会や企業等の協力を得ながら支援を継続していき

ます。 

  防災に関する知識や技術を習得する防災講座の開催に加え、災害時に指揮  

をとることができる防災リーダーを育成することを目的とした地域防災リーダー養成

講座を引き続き開催し、自主防災会の強化を図ります。 

  防犯対策では、高齢者を狙った振込め詐欺に対する啓発活動を実施するとともに、

町民有志で構成されている安全サポーターなどの地域組織と連携しながら防犯体制

を強化いたします。 

  交通安全対策としては、交通指導隊、警察と連携した街頭での交通安全指導の実施、

加害者にもなり得る自転車事故への備えとして自転車保険の加入を促進します。また、

子どもたちの交通安全意識の向上を図るため、引き続き小学４年生を対象にした自転

車運転免許証の交付事業や自転車の安全な乗り方教室を実施いたします。 

  【５ 自然が豊かで環境に配慮するまち】 

  地球温暖化対策やエネルギー対策として、原子力や化石燃料に頼らない新エネルギ

ーへの転換が求められており、環境に配慮した取り組みをさらに進めます。 

  低炭素社会の実現及び地球温暖化対策に寄与するため、ゼロエネルギーハウス（Ｚ

ＥＨ）の新築・改築に対する支援やＺＥＨよりもさらにハードルの高い「ＺＥＨ＋（ゼ

ッチプラス）」、「ＬＣＣＭ（Ｌｉｆｅ Ｃｙｃｌｅ Ｃａｒｂｏｎ Ｍｉｎｕｓ）住
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宅」に対する上乗せ支援や既存住宅の省エネルギー化を図るための支援を引き続き実

施します。なお、ＺＥＨ＋については、電気自動車（ＥＶ）の有用性を重視し、その

普及促進のため、ＥＶ連携を満たす住宅にウエートを置いた支援とします。  

  また、新庁舎は、地球環境への負荷・ライフサイクルコストを縮減した庁舎であり、

ＥＶ車用の急速充電器を整備したこと及び災害時において非常用電源としても活用

ができることから、電気自動車を１台購入いたします。 

  日本一きれいな町を目指し、清潔で美しいまちづくりのため、町民、企業、団体な

どと連携し、地域の環境美化運動として引き続き「かいせいクリーンデー」を実施し、

環境美化の啓発に努めます。 

  ごみの減量や資源化、ダイオキシン類の発生を抑制するため、南足柄市に事務局を

設置し、足柄上地区１市５町によるごみ処理の広域化に向け、引き続き検討を行いま

す。 

  【６ 都市の機能と景観が調和するまち】 

  良好な市街地の形成及びインフラの整備による都市機能の強化を図るため、駅前通

り線周辺地区土地区画整理事業の推進に向けて、地権者との合意形成が図れるよう、

個別訪問や相談会など事業認可に向けた取り組みを進めていきます。 

  念願であった開成駅への急行停車に伴い、開成駅の利用状況に変化が見受けられま

す。公共交通の導入や今後の駅前通り線周辺地区土地区画整理事業に伴う駅前環境の

変化に、対応可能な西口駅前広場の今後の整備における基本構想を策定するための調

査を実施いたします。 

  このほか、道路については路面性状調査の結果等に基づき、順次道路補修を進めま

す。水路については大雨等により増水した水を適正に流し、災害を未然に防ぐため、

下延沢の水路整備を実施します。 

  上水道については、耐震化対策として榎下浄水場配水池耐震補強工事等を実施しま

す。また、昨年度からの継続事業である中央監視装置の更新を実施します。 

  下水道では、将来にわたってサービスを安定的に供給していくことを目的として、

経営戦略を策定します。施設整備については、汚水処理の整備計画であるアクション

プランに基づき、未整備区域の整備を進めます。 

  【７ 個性豊かな産業と文化を育成するまち】 

  個性豊かな町の産業を育成するため、農業や商工業の活性化を図ります。 

  農業では担い手同士が情報交換をするための仕組みづくりを通じて農業者の経営

をバックアップするとともに、安心して農地を貸し借りできる仕組みとして、農地中

間管理事業のさらなる普及に取り組み、優良農地の最適な活用を促します。  

  さらに、農業振興補助金を創設し、高付加価値米栽培に向けた酒造好適米栽培に対

する奨励、茶葉の鮮度を保つための保冷車のレンタル費用の補助、認定農業者支援と

して認定農業者の研修会等の費用の補助を行います。 

  商工業の活性化については、引き続き小口資金融資や創業者利子補給などの中小企

業支援を推進するとともに、あじさいまつりや阿波おどりなどを開催し、町民相互の
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連携はもとより、都市住民との交流により町内経済の活性化を図ります。  

  北部地域の交流・観光の拠点であるあしがり郷瀬戸屋敷では、新たに整備した交流

拠点施設での地場産の野菜等の販売や加工所での食品加工など、農業の活性化と６次

産業化をさらに推進していきます。また、駐車場拡大に伴い、観光バスの受け入れも

可能となったことから、近隣施設との連携など広域的な観光拠点となることを目指し

ます。 

  あじさいまつりでは、町オリジナルのあじさい「開成ブルー」の増株に取り組み、

あじさいの美しさを多くの方に感じてもらえるよう事業を進めます。阿波おどりでは、

広報を充実し、イベントをさらに盛り上げていきます。 

  【８ 効率的な自治体経営を進めるまち】 

  庁内研修の開催、派遣研修の活用等により、複雑化・高度化する行政課題に的確に

対応できる職員を育成します。町政への町民満足度を高める上で欠かすことのできな

い職員の窓口対応力の向上を目的に、引き続き接遇研修に取り組みます。「意識改

革」・「聴くこと」・「話すこと」をテーマに３年間にわたって取り組んできた接遇

研修の成果を確認するため、令和２年度においては、新庁舎での窓口業務を分析し、

改善点をフィードバックする「接遇サーベイ研修」を実施します。 

  新庁舎が完成し、５月の連休明けからいよいよ開庁とします。わかりやすく、使い

やすく、手続が早く終わるワンストップ窓口がオープンします。また、「働き方・仕

事の進め方の見直し」の一環として、タブレット端末を導入し、ペーパーレス会議を

推進するとともに、物品管理や公用車管理等の庶務事務の一元化を行うなど業務の効

率化に努めます。 

  現下の社会的状況に対応するため、必要な体制の整備を図ることを目的として、新

庁舎での業務開始に合わせて、機構改革（町組織の改編）を実施します。魅力的なま

ちづくりの加速化や相談窓口のワンストップ化など、町民の皆様にとって利便性の向

上につながる組織を目指します。 

  結びになりますが、近年、地球温暖化が原因と考えられる異常気象が多発しており、

日本各地においても、集中豪雨による被害が発生するなどの気候変動の影響が生じて

おります。このような中、環境省では、地方自治体に対し、二酸化炭素排出量を実質

ゼロに向けた協力要請を行っており、当町では新庁舎の建設ではＺＥＢ化に取り組み

をいたしました。今後は新庁舎を起点として、町全体でこの取り組みを推進していく

ため、ここに「２０５０年温室効果ガス（二酸化炭素）実質排出ゼロ」を宣言いたし

ます。まち・人・自然が美しく、誰もが活躍でき、誰もが幸せに、誰もがトライでき

る環境をつくり続けるため、町民・企業・団体との協働の取り組みを継続させワンチ

ーム「ｏｎｅ開成」を目指し、さらなる発展に尽力していきます。 

  新年度の施策を進めるに当たり、議会の皆様には、一層のお力添えをいただきます

ようお願い申しあげます。 

  以上、令和２年度開成町当初予算案並びに町政運営に対する所信の説明とさせてい

ただきます。よろしく御審議いただきますよう、よろしく申しあげます。 



－１６８－ 

○議長（吉田敏郎） 

  町長による説明が終了いたしました。 

  次に、副町長から、令和２年度当初予算編成のこれまでの経緯について説明があり

ます。 

  副町長。 

○副町長（加藤一男） 

  大分長い時間、ありがとうございました。 

  私のほうは、本当に簡単に、今日までの予算編成をまとめた経緯について、御報告

をさせていただきます。 

  まず、昨年の８月から９月にかけて、各課から令和２年度に予定している事業など

のヒアリング、いわゆるサマーレビューを行いました。その結果及び令和２年度以降

の財政見通しなどを踏まえ、昨年１０月３日及び１０月２１日に財政調整会議を開催

し、令和２年度予算編成方針を決定いたしました。 

  令和元年度までは、一つとして子育て支援、教育環境の充実、二つとして北部地域

活性化、三つとして新庁舎建設の、いわゆる３本柱を重点事業として事業を進めてま

いりました。 

  このうち、北部地域活性化及び新庁舎建設については施設整備を終え、一つの区切

りを迎えたことから、令和２年度の予算編成では次の三つの取り組みを強く意識して

予算編成を進めることといたしました。 

  まず一つ目には、子育て環境の充実などを意識した未来を担う人を育てる取り組み。

二つ目には、まち及び地域経済の活性化などを意識した活力やにぎわいを生み出す取

り組み。そして三つ目には人とまちの健康を意識した日々の暮らしや健康を守る取り

組みでございます。 

  これら三つの取り組みとともに、平成２８年度からスタートした協働推進特別枠も

引き続き確保し、町民、企業、団体との協働をさらに推進していくことといたしまし

た。 

  それから、その後、１０月２５日には、職員への予算説明会を開催し、以降、各課

予算要求を進めて、１１月１５日に各課等の予算要求を締め切りといたしました。  

  それを受けまして、１１月２６日から１２月１３日まで、財務課長による調整を行

い、１２月１６日からは私と行政推進部長により査定を行いました。 

  査定の中では、各事業の進捗状況や課題、新規の取り組みなどの再確認をし、事業

の必要性や優先度等によって検証し、査定を実施いたしました。最終的には、年が明

けて１月１７日に町長査定を行い、今回お示しさせていただいております予算案でご

ざいます。 

  甚だ簡単ではございますが、今日までの予算編成の経緯について説明をさせていた

だきました。 

  予算案について、よろしく御審議いただきますよう、お願い申しあげます。 

○議長（吉田敏郎） 
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  ここで暫時休憩とします。再開を１３時３０分とします。 

  なお、再開後は細部説明に入りますが、三役の方の出席は結構です。  

午前１１時３３分 

 


